
　

森
下
氏
が
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
就
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
平

成
十
七
年
に
西
岡
氏
が
次
の
理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
西
岡
氏
は
、
三
十

年
に
及
ぶ
協
会
職
員
と
し
て
の
経
験
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
を
活
用
し
た
事
業

や
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
梨
ノ
木
診
療
所
を
移
転
新
築
し
た
ほ
か
、
み
ど
り
保

育
園
の
改
築
に
取
り
組
み
、
か
し
の
み
園
と
共
に
、
障
が
い
児
の
保
護
者
の
就

労
や
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
日
中
一
時
支
援
事
業
所
ヴ
ェ
ル
デ
を
包
含
し
、

機
能
的
に
も
優
れ
た
新
・
み
ど
り
保
育
園
を
完
成
さ
せ
、
ま
た
平
成
二
十
五
年

に
は
、
中
瀬
城
東
保
育
園
の
改
築
に
取
り
組
ま
れ
、
十
年
間
に
亘
り
理
事
長
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
は
既
に
ご
承
知
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
当
法
人
は
、
太
平
洋
戦
争

後
の
混
乱
が
ま
だ
続
く
昭
和
二
十
三
年
に
、
民
間
の
有
志
が
相
寄
っ
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
六
十
七
年
の
歴
史
を
持
つ
社
会
福
祉
事
業
団
体
で
あ
り
、
加
え

て
こ
れ
程
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
リ
ー
ダ
ー
に
指
導
さ
れ
て
き
た
当
法
人
の
今
後

を
委
ね
ら
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
と
同
時
に
そ
の
責
任
の
重
さ
を

改
め
て
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
原
稿
の
校
正
を
行
な
っ
て
い
る
間
に
、
参
議
院
で
は
、
安
全
保
障
関

連
法
案
の
審
議
が
再
開
さ
れ

ま
し
た
。
実
は
、
今
国
会
に

は
、
社
会
福
祉
法
の
一
部
改

正
案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
法
案
は
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
第
三
の
矢
と
さ
れ

た
成
長
戦
略
の
一
丁
目
一
番

地
と
位
置
付
け
ら
れ
る
規
制

改
革
実
施
計
画
に
、
介
護
・

保
育
事
業
等
に
お
け
る
経
営

管
理
の
強
化
と
イ
コ
ー
ル

フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
定
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
制
度
改
革
の

検
討
が
ス
タ
ー
ト
し
た
曰
く

つ
き
の
も
の
で
す
が
、
安
全

保
障
関
連
法
案
等
の
余
波
を

受
け
て
審
議
が
随
分
遅
れ
て

い
ま
す
。

　

去
る
五
月
二
十
六
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、
西
岡
時
彦
前
理
事
長
の
任

期
満
了
に
よ
る
退
任
の
後
継
と
し
て
、
第
六
代
目
の
理
事
長
に
ご
推
挙
い
た
だ

き
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
赤
澤
行
宏
で
す
。

　

私
は
、
平
成
二
十
四
年
の
暮
れ
に
、
当
時
会
長
で
あ
っ
た
森
下
達
也
氏
と
西

岡
時
彦
氏
か
ら
お
誘
い
を
受
け
、
当
法
人
に
就
職
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
伊
賀
市
社
会
事
業
協
会
が
今
日
ま
で
大
き
く
発
展
し
て
き
た
歴
史
の
中

で
、
私
の
前
職
で
の
関
わ
り
も
あ
っ
て
、
直
接
、
間
接
に
見
聞
す
る
機
会
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

三
代
目
理
事
長
で
あ
っ
た
中
森
勉
氏
は
、
市
町
村
合
併
後
の
旧
村
保
育
園
の

多
く
を
当
法
人
に
統
合
さ
れ
る
な
ど
、
当
法
人
の
黎
明
期
後
の
、
謂
わ
ば
礎
を

築
か
れ
た
方
で
、
多
く
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
も
慕
わ
れ
、
私
と
も
浅
か
ら
ぬ

ご
縁
が
あ
り
、
私
的
に
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
の
創
成
期
を
築
か
れ
た
の
は
、
四
代
目
理
事
長
の
森
下
氏
で
す
。
昭
和

五
十
九
年
に
就
任
さ
れ
、
自
ら
研
究
・
調
査
し
て
開
設
に
こ
ぎ
つ
け
た
、
心
身

障
害
児
療
育
保
育
施
設
か
し
の
み
園
。
こ
の
施
設
で
行
な
わ
れ
る
個
別
的
専
門

的
療
育
保
育
と
交
流
・
統
合
保
育
に
つ
い
て
、
県
内
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
「
か

し
の
み
方
式
」
と
表
現
す
る
ま
で
高
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
氏
の
偉
大
な
る
功
績

で
す
。
昭
和
六
十
三
年
、
工
事
業
者
の
失
火
に
よ
り
盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梨
ノ

木
園
が
全
焼
し
た
際
に
は
、
職
員
の
優
れ
た
誘
導
と
介
助
に
よ
り
一
人
の
死
傷

者
も
出
さ
な
か
っ
た
ほ
か
、
多
方
面
か
ら
の
補
助
を
受
け
、
同
園
の
復
旧
改
築

工
事
を
翌
年
に
竣
工
さ
せ
る
な
ど
、
こ
の
時
に
も
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
り
公
共
的
視
点
が
求
め
ら
れ
る
分
野
に
は
、

進
ん
で
取
り
組
む
べ
き
と
の
考
え
方
で
、
障
が
い
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設

や
、
他
に
先
駆
け
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
も
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
と
い
う
福
祉
の
大
き
な
転
機
を
迎
え
て
も
、
介

護
保
険
制
度
の
創
設
で
は
、
市
場
的
競
争
原
理
と
格
差
容
認
の
雰
囲
気
拡
大
を

憂
い
、
保
育
制
度
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
徹
底
し
て
市
町
村
の
公
的
責
任
を

守
る
た
め
、
全
国
を
行
脚
さ
れ
た
そ
う
で
、
そ
の
孤
軍
奮
闘
さ
れ
た
結
果
と
し

て
、
現
在
も
行
政
、
施
設
、
保
護
者
と
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
関
係
は
維
持
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

理
　

事
　

長

伊
賀
市
社
会
事
業
協
会
　

社
会
福
祉
法
人

赤
　
澤
　
行
　
宏

次
頁
へ
つ
づ
く 園庭で遊ぶ子どもたち（曙保育園）
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ぶどう狩り

古山保育園
―大きな粒でおいしいな―

　当園の近くにお住まいのぶどう生
産者のご厚意で、ぶどう狩りをさせ
ていただきました。６月に、子ども
たちが絵を描いた袋をぶどうに被せ
てもらってから２ヵ月。どんなふう
になっているのかなとワクワクしな
がら出かけました。ぶどう畑に着く
と、真っ先に自分の袋を探し当て
「あった、あった」と大喜びでした。
袋をそっとのぞくと、大きなぶどう
の房が見えました。「わー大きい、
おいしそう」と目を輝かせ、大切そ
うに手を添えて採りました。
　子どもたちは、採れたてのぶどう
を口に頬張り「今まで食べた中で一
番おいしい」と満足そうでした。

△「わーおいしそう! 」

　
奈
良
時
代
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
七
夕
は
、
牽
牛
星
と

織
女
星
の
伝
説
に
ま
つ
わ
る
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
夢
の
あ
る
行
事
で

す
。
短
冊
や
飾
り
を
作
る
な
ど
準
備

を
し
て
い
る
と
「
お
星
さ
ん
、
願
い

を
か
な
え
て
く
れ
る
か
な
」「
空
か
ら

見
え
る
か
な
」と
、
星
空
に
思
い
を
馳

せ
、七
夕
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
勢
の
家
族
が
集
ま
っ

た
運
動
場
に
、
飾
り
付
け
し
た
笹
を

飾
り
ま
し
た
。
そ
の
下
で
、
み
ん
な

の
願
い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
と
思
い

を
込
め
て
歌
を
歌
っ
た
り
遊
戯
を

し
ま
し
た
。

　
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
の
〝
ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
〞〝
輪
投
げ
〞〝
ボ
ウ
リ
ン

グ
〞〝
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
〞
で
は
家

族
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
、
み
ん

な
の
笑
顔
が
溢
れ
た
一
日
に
な
り
ま

し
た
。

中
瀬
城
東
保
育
園

七
夕
の
つ
ど
い

△うまくすくえるかな △年長児遊戯「はっぴーはっぴ」

　

こ
の
法
案
の
眼
目
は
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
改
革
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
改

正
点
は
、
ま
ず
、
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
み
を
実
施
す
る
責
務
の
明

確
化
で
す
。
公
益
的
な
取
組
み
は
、
従
来
か
ら
の
社
会
福
祉
事
業
の
み
な
ら
ず
、
公
益
事
業
へ

の
積
極
的
な
関
わ
り
が
期
待
さ
れ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
又
は
低
額
料
金
で
提
供
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
財
務
規
律
の
強
化
で
す
。
所
謂
内
部
留
保
の
明
確
化
と
、
事

業
区
域
の
住
民
等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
社
会
福
祉
充
実
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
理
事
会
、
評
議
員
会
な
ど
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
社
会
福
祉
事
業
の
主
た
る
担
い
手
と
し
て
我
が
国
の
社
会
福
祉
を
支
え
て

き
た
法
人
制
度
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
見
直
し
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
で
、
私
た
ち
社

会
福
祉
法
人
は
、
大
き
な
転
換
点
に
立
た
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

当
法
人
は
、
設
立
以
来
、
最
も
援
助
を
必
要
と
す
る
人
々
を
対
象
に
率
先
し
て
福
祉
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
改
革
の
中
で
、
改
め
て
当
法
人
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
問
い
直
し
、
地
域
の
様
々
な
課
題
の
中
で
、
当
法
人
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ
き

こ
と
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
法
人
の
基
本
理
念
を
大
切
に
継
承
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2015年９月15日
（２）



　友生老人クラブの皆さんとさつま芋のつ
るさしをしました。はじめに「つるを土の
上にねかせて、そっと土をかぶせましょう」
と教えていただき、子どもたちは「大きく
なあれ」「いっぱいおいもができますよう
に」と声を掛けながらつるをさし、土の乾
燥を防ぐために枯草を敷きつめました。
　お世話をしてくださる老人クラブの皆さ

んへの感謝
の気持ちを
忘れず、秋
の収穫を楽
しみに待ち
たいと思い
ます。

友生保育園

世代間交流
―地域の方といっしょに芋づるさしー

　３・４・５歳
児が、毎年当法
人が経営する盲
養護老人ホーム
梨ノ木園を訪問
しています。親

しくなっているお年寄りとのふれあい遊び
やおしゃべりタイムは、笑顔がいっぱいで、
ほおずりしたり、頭を撫でてもらったりし
て大満足の子どもたちです。
　広告紙を固く丸めて作ったプレゼントの
肩たたき棒は、トントンと叩くたびに鈴が
鳴ります。さわやかな鈴の音には「肩こり
が楽になりますように」と、子どもたちの
願いが込められています。

長田保育園

子どももお年寄りも
満面の笑顔

玉ねぎ掘りに行ったよ 三田保育園
　三田地区住民自治協議会農業部会の方々にご招待いただ
き、隣接する三訪小学校１・２年生といっしょに玉ねぎ掘
りをしました。小学生が次々と力強く玉ねぎを抜いていく
姿を見て、園児も力いっぱい引っ張りました。「よいしょ‼」
と力を入れるとスポッと抜け「ヤッター、とれた」「わー、
大きい」と、大喜び。大きな玉ねぎを引きずりそうになり

ながらも、両腕にしっかり
抱きかかえて持ち帰りま
した。

△よいしょ、よいしょ、大きな玉ねぎ

△「おいしいおいもができるといいな」

△「おじいちゃんの手あったかいな」

み わ

　ゆめが丘には、住宅地区
のほか産業地区があります
が、そこに立地している化
粧品の製造工場を、５歳児
が見学しました。子どもた
ちは、コンピューターで制
御された機械が規則正しく動いている様子を、興味深く見

ていました。「あっという
間に箱に入った」「あの箱見
たことある」など楽しげに
言葉を交わしていました。
　清潔な空間に整然と並ぶ
大きな機械が、製品を作り上
げていく様子を、不思議そう
に見守る子どもたちでした。

工場見学
―何ができてくるのかな―
ゆめが丘保育所

△初めて見る光景に興味津々の子どもたち

2015年９月15日
（３）



　私は、福島県双葉郡広野町にある「特別養護老人ホー
ム花ぶさ苑」で応援介護職員として勤務させていただ
きました。広野町は、福島第一原発から30㎞圏内に
あるため、震災２日後には避難指示が出た地域です。
現在は廃炉や除染作業等の復興前線基地として、全国
から集まった作業員が多く生活しています。
　花ぶさ苑は平成24年４月に事業を再開しました。
しかし、住み慣れた地域に戻りたいという高齢者の希
望が多くある一方で、職員の確保が難しく、入所者を
制限しなければならない状況が続いています。介護応
援では、身体介護・物品補充・環境整備等の仕事をさ
せていただきました。職員の皆さんはとても明るく、
人材不足など困難な状況が続くなかでも、自分たちが
できる精一杯のサービスを利用者に提供したいという
強い気持ちが感じられました。私たちの施設でも見習
うべきところが多くあり、仕事を通じて様々なことを
学ばせていただくことができました。

　下宿先周辺は復興が
進んでいる印象を受け
たのですが、通勤時に
走る海沿いの道には
『東日本大震災津波浸
水区間』という看板、
津波によって家屋が流

され基礎だけが残っているといっ
た光景が広がっていました。
　被災地の現状をもっと自分の目
で確認したいと思い、休日を利用
して太平洋沿岸の浜通りを縦断す
る国道６号を車で北上しました。
歩行者や二輪車での通行が規制さ
れている区間があり、これは現在

も放射線量の高い地域があることを意味します。避難
区域の住宅前にはバリケードがあり、街へと向かう交
差点には警察官が立っていて住民以外の立ち入りが制
限されている所もありました。
　施設の職員さんからも、様々な話を聞かせていただ
きました。一時帰宅の許可がおりても、在宅できる時
間に制限があり、時間を過ぎると警察官や見回りの方
が巡回に来るためゆっくりできないこと。家は震災当
時のままで手が付けられない状態であること。野生動
物が増え、田畑や住宅街を荒らすことなど、今なお大
変な思いをされている現状を知り、多くの人にこの実
状を伝えなくてはいけないと思いました。
　最後になりましたが、笑顔で迎えていただきお世話
になった福島県の皆様、快く送り出してくれた職場の仲
間に心から感謝します。そして、今回の体験で学んだこ
とを今後の仕事に活かして頑張りたいと思います。

特別養護老人ホーム 第二梨ノ木園　介護員 千葉悠生
福島県『花ぶさ苑』への介護職員応援派遣を経験して

　　
７
月
よ
り
、
か
ね
て
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
日
曜
日
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
平
日
よ
り
も

少
人
数
の
た
め
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

　
こ
の
日
、Ｎ
さ
ん
は
数
年
ぶ
り
に
筆
ペ
ン
を
手
に
取

り
「
上
手
に
書
け
る
か
な
」
と
、
ご
家
族
の
健
康
を

願
っ
て
七
夕
の
短
冊
を
書
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
お
風
呂
が
大
好
き
な
Ｔ
さ
ん
は
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼

ね
て
チ
ェ
ア
ー
浴
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
ま
し
た
。

「
座
っ
て
入
る
と
気
持
ち
え
え
わ
」と
、そ
れ
以
来
チ
ェ

ア
ー
浴
で
の
入
浴
が
可
能
と
な
り
、
Т
さ
ん
も
職
員
も

と
て
も
喜
ん
で
い

ま
す
。

　
昼
食
に
は
、
手

作
り
デ
ザ
ー
ト
が

付
い
た
、
日
曜
特

別
メ
ニ
ュ
ー
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
け

ま
す
。
ち
ょ
っ
と

お
得
な
『
日
曜
デ

イ
』
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
し
の
き

 

始
ま
り
ま
し
た
、

　
　
　

 

〝
な
し
の
き
日
曜
デ
イ
〞

△みんなの健康を願って

2015年９月15日
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　モクモク手づくりファームにある足湯に
行きました。初めて足湯を体験されたご利
用者もいて「気持ちええわ」と、とても喜
ばれていました。
　足湯でリラックスした後は、喫茶店で冷

たいコーヒーとケーキを
楽しみました。天気も良
く、テラス席で話をしな
がら、ゆったりとした午
後のひとときを過ごすこ
とができました。ご利用
者から「またここに来た
いな」との声もあり、心
身ともにリフレッシュす
ることができました。

ゆるり散策
身体障害者支援施設 梨丘園　昔から「食欲の秋」と言われていますが、

なぜ秋になると食欲が増すのでしょうか？
理由としては主に次の３つがあげられます。
① 夏バテした体の回復のため
② 数多くの食物が実り「旬」を迎えるため
③ 冬に備え栄養分を取り込もうとするため
　この「食欲の秋」に欠かせない秋の味覚を
紹介します。
さんま………血液をサラサラにするＥＰＡや

脳の働きを活性化させるＤＨＡ
が豊富に含まれているため、生
活習慣病予防によいとされる。

さつまいも…食物繊維やビタミンＣ、Ｅが豊
富で消化器系の働きを高め胃腸
を丈夫にする。

きのこ類……食物繊維が豊富で低カロリー。
便秘改善や血中コレステロール
値の低下に効果がある。

　食欲の秋といっても食べすぎると体によく
ありません。適度にバランスのよい食事を心
がけましょう。　　　　 （梨ノ木園  栄養士）

『食欲の秋と、秋の味覚』

△足湯でリフレッシュ

～足湯に行きました～

　
奈
良
県
桜
井
市
に
あ
る
、
日
本
最

古
の
神
社
で
あ
る
大
神
神
社
へ
お
参

り
に
行
き
ま
し
た
。

　
神
職
様
よ
り
神
社
の
歴
史
に
つ
い

て
お
話
を
聞
い
た
後
、
健
康
を
願
っ

て
御
祈
祷
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
神
社
の
歴
史
に
触
れ
た
こ
と
で
、

御
神
体
で
あ
る
三
輪
山
が
よ
り
大
き

く
感
じ
ら
れ
、
木
々
に
囲
ま
れ
た
境

内
の
静
け
さ
と
、
全
身
で
感
じ
る

厳
か
な
雰
囲
気
に
「
背
筋
が
伸
び
る

神
の
山
で
心
清
ら
か
に

盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梨
ノ
木
園

△御神木を見上げて

し
、
心
が
落
ち
着
く
わ
」
と
、
大
き

く
深
呼
吸
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
日
常
と
は
違
う
風
と
音
を
感
じ

「
晴
れ
た
日
に
こ
ん
な
立
派
な
神
社

に
お
参
り
に
来
ら
れ
て
良
か
っ
た

わ
」
と
、
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

△拝殿の前で記念撮影

お
お
み
わ
じ
ん
じ
ゃ

2015年９月15日
（５）



新たな仕事に挑戦しています

　エアートランポリンで揺れを感じたり、セ
ラピーボールでバランス感覚を養ったり、
ボールプールに埋もれて肌に触れるボールの
感触を味わったりして、触感や平衡感覚を刺
激する活動をしています。
　みんなでワイワイとにぎやかに楽しむこと
で、感覚刺激により心身の活性化が図られま
す。最初は、ボールプールに入れなかった方
も、何度か経験するうちに足を入れられるよ
うになり、次には中に座れるようになり、今
ではボールプールの中に横たわることも出来
るようになりました。
　今までと
は違った感
覚体験をす
ることで、
活動範囲の
広がりにつ
ながってい
ます。

上野点字図書館
　障がいの有無に関わ
らず、お互いを尊重し、
共生する社会の実現を
目的とした「障害者差
別解消法」が、来年４
月に施行されます。

　これを受け、伊賀市内の公共図書館（室）と
当館が連携・協力して提供できる、新たなサー
ビスについて考える研修会を開催しました。
　研修会では、点字が読めない中途視覚障がい
者の増加に伴ない利用が伸びている、デイジー
図書（耳で聞く図書）の紹介をしました。デイジー
図書は、視覚障がい者だけでなく、高齢で寝た
きりの状態にある方、手に障がいや一時的なケ
ガを負って、自分でページを繰ることができな
い方などにも利用していただける図書です。
　今後も合同研修会を重ね、より多くの皆さま
に、読書の喜びを提供するお手伝いができれば
と考えています。

公共図書館（室）との
合同研修会を開催しました

かしの木ひろば
　就労継続支援Ｂ型事業所では、従来の百円
均一商品の組立作業やお墓掃除に加え、自動
車部品をかしめる仕事を始めました。
　小さい円盤状のゴムと金属にハトメを通
し、機械でかしめる作業です。この仕事の工
程は、セット担当と操作担当に分かれ、みん
なが作業に関わることができるので、生産は
スムーズに進みます。仕上がった部品は、海
外の自動車にも使用されるとのことで、ワク
ワクし、俄
然やる気が
でてきます。
　良い部品
が作れるよ
う、みんな
で丁寧にが
んばってい
きます。

△合同研修会の様子

かしの木ひろば
感覚刺激を通して

　外出が少なかった
視覚障がい者のＨさ
んは、娘さんの勧め
もあり、昨年から同
行援護の利用を開始
されました。
　外出時には、当施
設の福祉有償運送
サービスも併せて利
用され、買い物や外

食を楽しまれています。「暑い時期に汗をか
きながら食べるラーメンはうまい」と、大好
物を堪能するなど、以前に比べて外出の機会
が多くなりました。
　次の外出先について、インターネット電話
で知り合った全国の友人から情報収集をし、
同行するヘルパーと相談をしている時は、と
ても会話が弾みます。

△「うん、これを買おう」

外出が楽しみ
かしの木ひろば

△慎重にハンドルを回します

△「ボールプールは楽しいなあ」

2015年９月15日
（６）



ロート製薬株式会社“かるがも基金”より
ご寄付をいただきました

　本年度も、ロート製薬株式会社“かるがも基金”よりご寄付を
いただきました。今回は、体験用機器として携帯型拡大読書器、
蔵書として落語CD『桂三枝大全集』『志ん朝初出し』『枝雀の十
八番』のシリーズを購入さ
せていただきました。当館
を利用する多くの皆さまに
活用していただけるよう、
広く周知を図っています。

上野点字図書館

職場体験実習生を受け入れ
伊賀市盲人ホーム

　三重県立盲学校高等部
専攻科保健理療科に在籍
する生徒の職場体験実習
を受け入れました。
　当日は、治療道具の名
称や使い方、患者様との

コミュニケーションの取り方などを中心に指導を行な
い、実習生は熱心に取り組まれていました。
　実習で学んだことを、ぜひ今後に活かしてほしいと
思います。

△指導を受ける実習生

資金収支計算書 事業活動計算書 貸借対照表
〜  平成26年度 当法人の決算諸表（法人全体） 〜

476 , 3 8 9
197 , 3 7 1
1 2 5 , 9 7 4
1 5 0 , 8 5 0

1 , 9 2 4
2 7 0

3 , 2 7 6 , 4 9 6
2 , 1 8 8 , 0 1 0
1 , 9 8 5 , 6 0 4

2 0 2 , 4 0 6
1 , 0 8 8 , 4 8 6

1 7
2 9 , 6 0 5
1 0 , 1 6 8
8 , 0 5 0

1 0 4 , 7 7 6
8 9 8

8 , 4 8 1
1 0

1 5 1 , 8 0 3
1 4 0

1 1 6 , 0 0 0
5 , 0 0 0

1 3 4 , 9 4 3
2 8 2 , 2 9 0
8 7 , 9 5 6
8 7 , 3 4 9
6 1 , 0 0 0

3 , 7 5 2 , 8 8 5
1 9 8 , 3 8 8

3 , 5 0 4
9 8 , 8 4 6

1 4 1
4 , 3 1 9

8
9 1 , 5 7 0

157 , 8 9 5
6 , 0 9 2

1 5 1 , 8 0 3
356 , 2 8 3
1 1 1 , 3 1 3

1 , 5 4 8 , 9 6 8
7 7 4 , 5 3 9
9 6 1 , 7 8 2

14 , 9 5 0
3 , 3 9 6 , 6 0 2
3 , 7 5 2 , 8 8 5

決 算 額（千円）勘  定  科  目
流動資産
　現金預金
　事業未収金
　未収補助金
　前払金
　仮払金
固定資産
固定資産（基本財産）
　建物
　土地
固定資産（その他の固定資産）
　建物
　構築物
　機械及び装置
　車輌運搬具
　器具及び備品
　権利金
　ソフトウェア
　投資有価証券
　退職給付引当資産
　差入保証金
　建設積立資産
　償還積立資産
　人件費積立資産
　修繕積立資産
　備品等購入積立資産
　保育所施設・設備整備積立資産
　その他の積立資産
　　資産の部合計
流動負債
　１年内返済設備資金借入金
　事業未払金
　預り金
　職員預り金
　仮受金
　賞与引当金
固定負債
　設備資金借入金
　退職給付引当金
　　負債の部合計
基本金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動増減差額

（うち当期活動増減差額）
　　純資産の部合計
　　負債及び純資産の部合計

純
資
産
の
部

負
債
の
部

資　
　
　

産　
　
　

の　
　
　

部

376 , 7 6 2
1 9 2 , 6 4 1

1 , 3 0 6 , 5 8 0
3 7

2 2 7 , 9 2 1
1 6 , 3 3 6
4 7 , 9 5 4
6 , 3 1 3

6 5
2 , 1 7 4 , 6 0 9
1 , 6 0 8 , 5 3 6

3 2 6 , 8 0 8
1 7 9 , 1 3 3

3 2 7
1 4 4 , 7 4 9

− 83 , 0 2 9
4

1 4 , 4 8 7
2 , 1 9 1 , 0 1 5
− 16 , 4 0 6

154
25 , 6 2 7
25 , 7 8 1

213
213

25 , 5 6 8
9 , 1 6 2

20 , 2 3 6
1 8 7

20 , 4 2 3
15

14 , 6 2 0
14 , 6 3 5
5 , 7 8 8

1 4 , 9 5 0
951 , 4 1 1
966 , 3 6 1

37 , 9 5 1
4 2 , 5 3 0

961 , 7 8 2

決 算 額（千円）勘  定  科  目
介護保険事業収益
老人福祉事業収益
保育事業収益
就労支援事業収益
障害福祉サービス等事業収益
医療事業収益
その他の事業収益
経常経費寄附金収益
その他の収益
　　サービス活動収益計
人件費
事業費
事務費
利用者負担軽減額
減価償却費
国庫補助金等積立金取崩額
徴収不能額
退職給付引当金繰入
　　サービス活動費用計
　　【サービス活動増減差額】
受取利息配当金収益
その他サービス活動外収益
　　サービス活動外収益計
支払利息
　　サービス活動外費用計
　　【サービス活動外増減差額】
　　【経常増減差額】
施設整備等補助金収益
過年度修正益
　　特別収益計
固定資産売却損・処分損
国庫補助特別積立金積立額
　　特別費用計
　　【特別増減差額】
　　【当期活動増減差額】
前期繰越活動増減差額
　　【当期末繰越活動増減差額】
その他の積立金取崩額
その他の積立金積立額
　　【次期繰越活動増減差額】

繰
越
活
動

増
減
差
額
の
部

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

特
別
増
減
差
額
の
部

376 , 7 6 2
1 9 2 , 6 4 1

1 , 3 0 6 , 5 8 0
3 7

2 2 7 , 9 2 1
1 6 , 3 3 6
4 7 , 9 5 4
6 , 3 1 3

1 5 4
2 5 , 6 9 3

2 , 2 0 0 , 3 9 1
1 , 6 2 2 , 0 7 3

3 2 6 , 8 0 8
1 7 9 , 1 3 3

3 2 7
2 1 3

4
2 , 1 2 8 , 5 5 8

7 1 , 8 3 3
20 , 2 3 6

4 3 2
20 , 6 6 8

3 , 5 0 4
7 0 , 6 5 3
74 , 1 5 7

− 53 , 4 8 9
37 , 9 5 0
37 , 9 5 0
42 , 5 3 0
42 , 5 3 0

− 4 , 5 8 0
13 , 7 6 4

3 5 9 , 3 1 1
373 , 0 7 5

決 算 額（千円）勘  定  科  目

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

そ
の
他
の

活
動
に
よ
る
収
支

介護保険事業収入
老人福祉事業収入
保育事業収入
就労支援事業収入
障害福祉サービス等事業収入
医療事業収入
その他の事業収入
経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
　　事業活動収入計
人件費支出
事業費支出
事務費支出
利用者負担軽減額
支払利息支出
流動資産評価益等による資金増加額
　　事業活動支出計
　　【事業活動資金収支差額】
施設整備等補助金収入
固定資産売却収入
　　施設整備等収入計
設備資金借入元金償還支出
固定資産取得支出
　　施設整備等支出計
　　【施設整備等資金収支差額】
積立資産取崩収入
　　その他の活動収入計
積立資産支出
　　その他の活動支出計
　　【その他の活動資金収支差額】
　　＜当期資金収支差額合計＞
　　〔前期末支払資金残高〕
　　【当期末支払資金残高】

▪ご支援ご協力いただいている方々▪
（平成 27 年２月〜平成 27 年８月）
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口
キ
ヌ
代
、
山
口　

義
美
、
山
下　

吉
男
、
山
本　

富
子
、

山
本　

濱
子

上
野
点
訳
奉
仕
グ
ル
ー
プ
あ
い
、上
野
音
訳
グ
ル
ー
プ
し
の
び
、

名
張
点
訳
グ
ル
ー
プ
あ
か
り
、
名
張
音
訳
グ
ル
ー
プ
こ
だ
ま
、

上
野
点
字
図
書
館
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
、

上
野
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
絵
手
紙
い
ろ
は
、

絵
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
も
こ
も
こ｣

、
煌
星
俳
句
会
、

蕉
門
ホ
ー
ル
「
語
り
部
塾
」、
伊
賀
Ｆ
Ｃ
く
ノ
一
、

伊
賀
市
視
覚
障
害
者
福
祉
会
、
伊
賀
市
更
生
保
護
女
性
の
会
、

伊
賀
市
聴
覚
障
害
者
福
祉
会
、
伊
賀
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、

伊
賀
地
区
交
通
安
全
協
会
、
上
野
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

伊
賀
市
、
南
山
城
村
、
伊
賀
警
察
署
、
伊
賀
つ
ば
さ
学
園
、

伊
賀
白
鳳
高
等
学
校
、
大
滝
地
区
、
桂
地
区
、
白
樫
地
区
、

朝
屋
地
区
、
治
田
地
区
、
予
野
地
区
、
伊
賀
市
主
任
児
童
委
員
会
、

伊
賀
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
、

上
野
徳
居
町
老
人
ク
ラ
ブ
、
上
野
福
居
町
老
人
ク
ラ
ブ
、

大
野
木
環
境
保
全
会
、
小
田
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

小
田
町
住
民
自
治
協
議
会
、神
戸
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
、

寺
町
老
人
会
、
東
部
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、

友
生
地
区
住
民
自
治
協
議
会
、
友
生
老
人
ク
ラ
ブ
、

中
瀬
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
丸
山
地
区
民
生
委
員
、

三
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
、

ゆ
め
が
丘
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
、
保
育
園
保
護
者
会
、

安
立
寺
、
田
守
神
社
、
平
井
神
社
、
コ
ー
カ
共
同
製
茶
、

グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
高
尾
、
田
山
第
一
共
同
製
茶
工
場
、

田
山
南
部
共
同
製
茶
組
合
、
伊
賀
北
部
農
業
協
同
組
合
、

岡
三
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
小
川
整
備
、

オ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
モ
リ
、
割
烹
志
摩
、
北
伊
勢
上
野
信
用
金
庫
、

サ
ン
ピ
ア
伊
賀
、
西
尾
デ
ン
キ
、
日
本
フ
ァ
イ
ン
、
ま
ち
だ
、

ミ
ル
ボ
ン
、
ロ
ー
ト
製
薬

《
個
人
》　—

敬
称
略
・
五
十
音
順—

《
団
体
》　—

敬
称
略
・
順
不
同—

　当法人では平成26年度より新会計基準に移行しました。会報誌では紙面の都合上法人全体の財務諸表のみを掲載し
ておりますが、事業区分の内訳や、財務諸表に対する注記等は、当法人のホームページに掲載しております。ホーム
ページのトップ画面に情報公開のバナーがありますので、クリックしてご覧ください。また、各施設にも平成26年度
の決算書を備えてありますので、職員にお申し出ください。

2015年９月15日
（７）



　日本盲人社会福祉施設協議会主催の第63
回全国盲人福祉施設大会において、上野点字
図書館の点訳ボランティア中村登美子さん
と、音訳ボランティア滝田時子さん、梨ノ木
園俳句クラブ講師の藤井充子さんが奉仕者表
彰を受賞されました。
　皆様には心からお祝いを申し上げますとと
もに、多年のご奉仕に深く感謝申し上げます。

日盲社協奉仕者表彰受賞
　平成27年度心身障がい児者ボランティア
講座を開講しています。希望の講座を選んで
受講していただくことも可能です。
　障がい児者の支援活動に関心をお持ちの
方、ぜひお申し込みください。

△音訳ボランティア
滝田時子さん

△俳句クラブ講師
藤井充子さん

△点訳ボランティア
中村登美子さん

（今後の予定）
日　程 内　　　容

９月22日
　　23日
　　30日

㈯
㈯

㈯

見学・ボランティア体験  かしの木ひろば
見学・ボランティア体験  梨丘園
見学・ボランティア体験  かしのみ園
講演・実技「アイマスクを使って歩いてみよう」
講演・実技「聴覚障がい者の情報について」
講演・実技
 「こころ・体のためのホリスティック・ケアタッピングタッチ」
閉講式
座談会  ボランティア講座を終えて

【時間】午前10時～12時【会場】かしの木ひろばほか

【お問い合わせ・お申し込み先】
かしの木ひろば  伊賀市上野寺町1184-2  TEL・FAX 0595-21-2745 

～心身障がい児者ボランティア講座のご案内～

（祝・火）
（祝・水）
㈬

おめでとうございます

10月31日
11月28日

１月23日

２月下旬

　
書
店
な
ど
で
本
の
タ
イ
ト

ル
や
帯
に
書
か
れ
た
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
を
見
て
、
思
わ
ず

手
が
伸
び
て
し
ま
う
時
が
あ

り
ま
す
。
最
近
は
世
界
の
名

言
や
格
言
を
集
め
た
本
も
多

く
出
版
さ
れ
て
お
り
、
言
葉

が
人
に
元
気
や
癒
し
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
少
し
時
期
外
れ
な
話
題
に

な
り
ま
す
が
、
私
の
通
っ
た

小
学
校
の
卒
業
式
で
は
、
毎

年
「
卒
業
式
の
歌
」
と
い
う

歌
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
歌
は
、「
１
～
３
年

生
」「
４
～
５
年
生
」「
卒
業

生
」「
父
母
」「
先
生
」の
パ
ー

ト
を
オ
ペ
レ
ッ
タ
形
式
で
う

た
う
、
15
分
近
く
に
も
な
る

も
の
で
す
。
そ
の
中
の
「
先

生
」
の
歌
詞
が
と
て
も
印
象

深
く
、
今
で
も
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

〝
君
た
ち
よ　

光
は
空
に
満

ち
て
い
る　
翼
を
そ
ろ
え
て

胸
は
っ
て
〟

〝
君
た
ち
よ　

先
生
は
い
つ

も
見
つ
め
て
る　
は
ぐ
く
み

育
て
た　
君
た
ち
の
〟

　
先
生
方
の
慈
愛
に
満
ち
た

表
情
と
歌
に
、
卒
業
す
る
さ

み
し
さ
よ
り
も
大
き
な
幸
福

感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
以
来
数
十
年
、
こ
の

歌
詞
を
心
の
中
で
口
ず
さ
む

た
び
に
、
褪
せ
る
こ
と
の
な

い
感
動
と
明
日
へ
の
気
力
が

湧
い
て
き
ま
す
。

　
さ
て
会
報
31
号
も
、
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。  

（
編
集
子
Ｎ
）

笑顔を絶やさず一人ひとりの気持ちを大切に
する保育士を目指します。

【曙保育園】Ａ・Ｅ
小さなことにも誠心誠意取り組み、笑顔が絶
えない毎日にしたいです。

【曙保育園】Ｙ・Ａ
毎日健康、毎日笑顔で、子どもと共に日々成
長していきたいです。

【睦保育園】Ｔ・Ａ
子どもの気持ちに寄り添い、誰からも
信頼されるよう頑張ります。

【睦保育園】Ｈ・Ｃ
子どもの気持ちに寄り添える保育士に
なりたいと思います。

【中瀬城東保育園】Ａ・М
子ども達の笑顔をたくさん引き出せる
保育士になりたいです。

【中瀬城東保育園】Ｗ・М
子どもの様子をよく見守り、心と体の
変化に気付ける保育士になりたいです。

【長田保育園】Ｕ・Ａ

日々努力を積み重ね、子どもと一緒に成長し
ていきたいです。

【みどり保育園】М・Ａ
いつも笑顔を忘れずに、何事も一生懸命に取
り組んでいきたいです。

【みどり保育園】Ｎ・Ｃ
頼りにされ、毎日笑顔で子ども達と一緒に成
長していきたいです。

【ひかり保育園】Ｓ・Ｙ

笑顔を絶やさず、子どもに親しみをもっても
らえる保育士を目指します。

【ひかり保育園】Ｙ・Ｓ
日々笑顔を忘れず、充実した毎日を送れるよ
う努めていきたいです。

【みどり第二保育園】Ｎ・М
子ども達と共に、自分も成長していくよう資
質向上に努めます。

【みどり第二保育園】Ｍ・Ｓ
子ども達が楽しみにしてくれる、おい
しい給食を作りたいです。

【みどり第二保育園】Ｎ・Ｈ
明るく元気に笑顔で前向きに利用者と
関わりながら日々頑張ります。

【梨ノ木園】Ｉ・Ｆ
「感謝」「初心」を忘れずに、仕事に取
り組んでいきたいです。

【梨ノ木園】Ｎ・Ｋ
人に喜ばれる仕事を、続けていきたい
と思っています。

【第二梨ノ木園】Ｈ・Ｍ

新任職員の決意と希望に満ちた声です。
それぞれの施設で、直向きに奮闘する若者を、よろしくお願いいたします。

2015年９月15日
（８）


